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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
魔
弾
鎌
士
リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー
～
死
神
の
魔
弾
戦
士
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
５
７
９
Ｖ

【
作
者
名
】

　
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ

【
あ
ら
す
じ
】

　
滅
び
か
け
た
世
界
に
「
闇
の
支
配
者
」
が
降
り
立
つ
と
き
、
暗
黒
の
魔
弾
戦

士
が
誕
生
す
る
。



2

こ
こ
は
滅
び
か
け
た
世
界
。

そ
こ
に
、
必
死
で
逃
げ
る
一
人
の
男
性
が
い
た
。

し
か
し
…

「
ぎ
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
」

突
如
飛
来
し
た
赤
い
刃
が
、
男
を
真
っ
二
つ
に
斬
り
裂
い
た
。

そ
し
て
そ
の
赤
い
刃
の
正
体
は
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ネ
ガ
電
王
の
ネ
ガ
デ
ン
ガ
ッ

シ
ャ
ー
だ
っ
た
。

ネ
ガ
電
王

「
フ
フ
フ
…
こ
れ
で
ま
た
一
人
…

　
こ
の
世
界
の
人
間
を
滅
ぼ
す
日
は
近
い
…
」

？「
ほ
う
…
面
白
い
こ
と
を
し
て
い
る
な
…
」

そ
こ
に
、
紫
色
の
オ
ー
ラ
を
ま
と
っ
た
剣
を
持
つ
、
一
人
の
男
が
現
れ
た
。

ネ
ガ
電
王

「
な
ん
だ
貴
様
は
…
？
」

男「
…
屑
に
名
乗
る
名
な
ど
な
い
…
名
乗
っ
た
と
こ
ろ
で
す
ぐ
く
た
ば
る
か
ら
な

…
」

ネ
ガ
電
王

「
な
ん
だ
と
…
人
間
ご
と
き
が
！

　
死
ね
ぇ
！
！
」
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「
フ
ル
チ
ャ
ー
ジ
」

ネ
ガ
電
王
は
ネ
ガ
ス
ト
リ
ー
ム
ス
ラ
ッ
シ
ュ
を
発
動
し
、
ネ
ガ
デ
ン
ガ
ッ
シ
ャ

ー
の
オ
ー
ラ
ソ
ー
ド
を
飛
ば
し
て
男
に
斬
り
か
か
っ
た
。

し
か
し
そ
の
男
は
、
手
に
し
た
剣
「
蛇
之
麁
正
」
で
、
ネ
ガ
デ
ン
ガ
ッ
シ
ャ
ー

オ
ロ
チ
ノ
ア
ラ
マ
サ

の
オ
ー
ラ
ソ
ー
ド
を
い
と
も
た
や
す
く
破
壊
し
た
。

ネ
ガ
電
王

「
馬
鹿
な
…
！
？
」

男「
…
消
え
失
せ
ろ
…
雑
魚
が
。
」

男
は
ネ
ガ
電
王
に
急
接
近
し
、
オ
ー
ラ
が
強
ま
っ
た
蛇
之
麁
正
で
ネ
ガ
電
王
を

袈
裟
斬
り
に
し
、
ネ
ガ
電
王
は
爆
発
し
た
。

ネ
ガ
電
王

「
ぐ
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
？
」

男
は
蛇
之
麁
正
を
肩
に
担
ぎ
、
先
程
ま
で
ネ
ガ
電
王
が
い
た
場
所
を
一
瞥
す
る
。

男「
…
こ
の
程
度
で
世
界
を
滅
ぼ
す
な
ど
…
笑
わ
せ
る
。

　
所
詮
他
も
こ
の
程
度
だ
ろ
う
な
…
つ
ま
ら
ん
。
」

男
の
名
は
、
ダ
ー
ク
カ
モ
ン
。

「
三
剣
士
の
世
界
」
の
裏
側
に
存
在
す
る
「
暗
黒
世
界
」
の
主
で
あ
り
、
闇
の

力
を
自
由
自
在
に
操
る
「
闇
の
支
配
者
」
で
あ
る
。

そ
し
て
、
川
口
剣
汰
の
宿
敵
で
あ
り
、
そ
の
実
力
は
先
程
の
通
り
、
生
身
で
仮

ラ
イ
バ
ル

面
ラ
イ
ダ
ー
を
圧
倒
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。
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春
日

「
ダ
ー
ク
カ
モ
ン
様
ー
！
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン
に
駆
け
寄
っ
て
き
た
女
性
は
、
ご
存
じ
桜
井
春
日
。

彼
女
は
ダ
ー
ク
カ
モ
ン
の
部
下
で
あ
り
、
な
お
か
つ
ダ
ー
ク
カ
モ
ン
の
恋
人
を

自
称
し
て
い
る
。

春
日

「
お
見
事
で
し
た
、
ダ
ー
ク
カ
モ
ン
様
。
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
…
こ
の
程
度
、
暇
つ
ぶ
し
に
も
な
ら
ん
。

　
命
を
奪
う
の
は
随
分
と
久
し
い
が
な
…
」

春
日

「
あ
ん
な
や
つ
、
や
ら
れ
て
当
然
で
す
よ
！
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
時
空
の
穴
が
開
か
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
ま
だ
い
る
は
ず
だ
。

　
と
っ
と
と
探
し
出
し
て
片
づ
け
て
、
と
っ
と
と
戻
る
ぞ
。
」

春
日

「
は
い
！
」

時
空
の
穴
と
は
、
別
世
界
の
「
意
志
」
が
「
三
剣
士
の
世
界
」
の
人
物
を
必
要

と
し
た
と
き
に
そ
の
人
物
の
目
の
前
に
現
れ
、
必
要
と
し
た
別
世
界
に
飛
ば
し

て
し
ま
う
、
ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
飛
ば
さ
れ
た
先
で
「
為

す
べ
き
事
」
を
達
成
す
る
と
、
再
び
時
空
の
穴
が
開
き
、
元
の
世
界
に
帰
る
こ

と
が
で
き
る
。

そ
し
て
今
、
ダ
ー
ク
カ
モ
ン
と
春
日
は
、
そ
の
時
空
の
穴
に
吸
い
込
ま
れ
、
こ

の
滅
び
か
け
た
世
界
に
飛
ば
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
世
界
は
、
先
程
の
ネ
ガ
電
王
の
よ
う
な
闇
の
戦
士
が
支
配
す
る
世
界
で
、
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こ
の
世
界
で
は
人
間
は
蹂
躙
さ
れ
、
抹
殺
さ
れ
る
。

知
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
説
明
し
て
お
く
が
、
こ
の
世
界
は
か
つ
て
ダ
ー
ク
デ

ィ
ケ
イ
ド
が
訪
れ
た
世
界
と
は
別
の
世
界
で
あ
る
。

春
日

「
こ
の
世
界
に
、
ま
だ
生
き
残
り
は
い
る
の
で
し
ょ
う
か
…
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
…
い
れ
ば
好
都
合
だ
が
な
…
」

春
日

「
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
そ
い
つ
ら
を
餌
に
す
れ
ば
、
屑
ど
も
が
集
っ
て
く
る
だ
ろ
う
か
ら
な
…

た
か

　
早
く
終
わ
ら
せ
ら
れ
る
…
」

春
日

「
だ
、
駄
目
で
す
よ
そ
ん
な
の
！

　
せ
っ
か
く
生
き
残
っ
て
き
た
人
た
ち
を
み
す
み
す
危
険
に
さ
ら
す
な
ん
て
…

！
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
お
前
が
確
実
に
守
れ
ば
い
い
。

　
そ
れ
が
で
き
る
力
が
、
今
の
お
前
に
は
あ
る
だ
ろ
う
。
」

春
日

「
そ
、
そ
れ
は
…
そ
う
で
す
け
ど
…
」

ち
な
み
に
「
そ
れ
が
で
き
る
力
」
と
は
、
春
日
が
変
身
す
る
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ

ー
の
セ
イ
ン
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
の
こ
と
で
あ
る
。

？「
…
面
白
い
こ
と
を
考
え
る
な
、
お
前
。
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン
と
春
日
は
声
の
し
た
方
を
向
く
と
、
そ
こ
に
は
黒
衣
の
少
女
が
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立
っ
て
い
た
。

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
…
誰
だ
。
」

少
女

「
お
前
に
興
味
を
持
っ
た
者
、
と
で
も
名
乗
っ
て
お
こ
う
。
」

す
る
と
少
女
は
、
刃
の
付
け
根
の
裏
側
に
ク
リ
ス
タ
ル
が
付
い
た
大
鎌
を
出
現

さ
せ
、
構
え
た
。

少
女

「
試
さ
せ
て
も
ら
う
。
」

そ
う
言
っ
て
、
少
女
は
ダ
ー
ク
カ
モ
ン
に
斬
り
か
か
っ
た
。

し
か
し
ダ
ー
ク
カ
モ
ン
は
、
蛇
之
麁
正
で
そ
れ
を
防
い
だ
。

春
日

「
ダ
ー
ク
カ
モ
ン
様
！
？
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
…
下
が
っ
て
ろ
春
日
、
邪
魔
に
な
る
。
」

春
日

「
は
、
は
い
！
」

春
日
が
そ
の
場
を
離
れ
る
と
、
ダ
ー
ク
カ
モ
ン
は
少
女
を
大
鎌
ご
と
弾
き
飛
ば

し
た
。

し
か
し
少
女
は
、
問
題
な
く
着
地
し
た
。

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
こ
の
俺
を
試
す
だ
と
…
？

　
随
分
偉
そ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
く
れ
る
な
、
ガ
キ
が
。
」
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少
女

「
実
力
は
さ
っ
き
ネ
ガ
電
王
を
倒
し
た
こ
と
で
推
測
は
で
き
る
…
が
、
や
は
り

実
感
し
た
い
の
で
な
。
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
…
い
い
だ
ろ
う
、
ち
ょ
う
ど
良
い
暇
つ
ぶ
し
に
な
り
そ
う
だ
。
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン
と
少
女
は
互
い
に
ダ
ッ
シ
ュ
で
接
近
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
獲
物
を

ぶ
つ
け
合
う
。

少
女
と
ダ
ー
ク
カ
モ
ン
で
は
明
ら
か
な
体
格
差
が
あ
る
が
、
少
女
は
そ
れ
を
全

く
問
題
と
せ
ず
、
ダ
ー
ク
カ
モ
ン
と
渡
り
合
っ
て
い
た
。

春
日

「
何
な
の
あ
の
子
…

　
ダ
ー
ク
カ
モ
ン
様
と
渡
り
合
う
な
ん
て
…
い
っ
た
い
何
者
な
の
…
？
」

し
か
し
、
春
日
は
気
づ
い
て
い
た
。

ダ
ー
ク
カ
モ
ン
は
、
本
気
な
ど
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も
出
し
て
い
な
い
こ
と
に
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
少
女
も
同
様
だ
っ
た
。

少
女

「
や
は
り
私
な
ど
で
は
、
力
を
出
す
に
は
及
ば
ぬ
か
？
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
…
当
た
り
前
だ
、
調
子
に
乗
る
な
ガ
キ
が
。

　
だ
が
…
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
に
は
ち
ょ
う
ど
良
い
。
」

少
女

「
そ
れ
は
光
栄
だ
。
」

す
る
と
、
少
女
の
大
鎌
が
９
０
度
上
に
変
形
し
、
大
型
の
薙
刀
の
よ
う
な
形
態

に
な
っ
た
。
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少
女

「
は
あ
っ
！
！
」

少
女
は
武
器
を
振
る
う
が
、
ダ
ー
ク
カ
モ
ン
は
そ
れ
を
難
な
く
か
わ
す
。

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
…
面
白
い
ギ
ミ
ッ
ク
だ
な
。
」

少
女

「
欲
し
い
か
？
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
ほ
ざ
け
。
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン
は
蛇
之
麁
正
を
地
面
に
叩
き
付
け
、
闇
の
衝
撃
波
を
放
っ
た
。

少
女

「
よ
う
や
く
力
を
使
っ
て
く
れ
た
な
…
！
」

少
女
は
高
く
跳
躍
し
て
、
衝
撃
波
を
か
わ
す
。

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
…
馬
鹿
が
。
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン
は
空
中
の
少
女
目
掛
け
、
手
か
ら
シ
ャ
ド
ー
ボ
ー
ル
を
放
ち
、

命
中
し
た
。

少
女

「
ぐ
あ
あ
あ
っ
！
？
」

春
日

「
あ
、
危
な
い
！
」



9

少
女
は
受
け
身
を
取
る
こ
と
な
く
落
下
し
て
い
き
、
あ
わ
や
地
面
に
激
突
す
る

か
と
思
わ
れ
た
が
、
間
一
髪
の
と
こ
ろ
で
春
日
が
助
け
た
。

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
…
よ
く
や
っ
た
。
」

春
日

「
は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」

少
女

「
…
私
の
負
け
だ
な
。
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
…
お
前
も
だ
。
」

少
女

「
…
ど
う
い
う
こ
と
だ
？
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
…
本
当
に
、
ち
ょ
う
ど
い
い
暇
つ
ぶ
し
に
な
っ
た
。
」

そ
の
言
葉
に
ま
さ
か
と
思
い
、
春
日
が
周
囲
を
見
渡
す
と
、
ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ

ン
ド
ー
、
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
オ
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ダ
ー
ク
カ
ブ
ト
、
仮
面
ラ
イ
ダ

ー
ダ
ー
ク
キ
バ
に
包
囲
さ
れ
て
い
た
。

ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー

「
貴
様
か
、
ネ
ガ
電
王
を
倒
し
た
の
は
。
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
…
だ
っ
た
ら
何
だ
。
」

ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
オ

「
貴
様
ら
全
員
、
抹
殺
し
て
く
れ
る
！
」

春
日

「
悪
い
け
ど
、
そ
う
や
す
や
す
と
や
ら
れ
る
気
は
な
い
よ
！

　
セ
イ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
！
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
キ
ー
、
発
動
！
」

セ
イ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
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「
チ
ェ
ン
ジ
、
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー
。
」

春
日

「
聖
龍
変
身
！
」

春
日
は
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー
に
変
身
し
た
。

リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー

「
聖
龍
の
、
黒
き
魔
弾
術
士
…
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー
、
ラ
イ
ジ
ン
！
！
」

リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー
は
セ
イ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
を
ハ
ル
バ
ー
ド
モ
ー
ド
に
変
形
さ

せ
て
、
闇
の
戦
士
た
ち
を
見
据
え
る
。

ダ
ー
ク
カ
モ
ン
も
蛇
之
麁
正
を
肩
に
乗
せ
、
敵
を
睨
み
付
け
る
。

少
女
は
薙
刀
を
大
鎌
に
戻
し
、
構
え
る
。

闇
の
戦
士
た
ち
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
武
器
を
構
え
る
。

ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー

「
メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
、
今
戻
れ
ば
今
ま
で
通
り
で
済
ま
せ
て
や
る
ぞ
？
」

少
女

「
…
…
…
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
…
「
メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
」
、
そ
れ
が
お
前
の
名
か
。
」

メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン

「
…
そ
う
だ
。
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
…
な
る
ほ
ど
な
。

　
お
前
、
魔
弾
龍
か
。
」

メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン

「
…
ご
名
答
だ
。
」

リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
あ
い
つ
ら
は
私
た
ち
の
外
に
、
あ
な
た
も
狙
っ
て
る
の
？
」
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メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン

「
…
あ
あ
、
私
が
人
間
の
手
に
渡
れ
ば
、
こ
い
つ
ら
を
倒
し
、
こ
の
世
界
を
救

う
力
と
な
る
。

　
奴
ら
は
そ
れ
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
私
を
監
禁
し
、
人
間
を
抹
殺
し
て
い
る

ん
だ
。
」

リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー

「
そ
ん
な
…
許
せ
な
い
…
！
」

ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー

「
メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
、
も
う
一
度
だ
け
言
う
。

　
戻
っ
て
こ
い
。
」

メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン

「
…
愚
問
だ
。
」

ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー

「
そ
う
か
…
な
ら
ば
、
お
前
ご
と
皆
殺
し
に
し
て
く
れ
る
！
！
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
…
ほ
ざ
け
雑
魚
共
。

　
死
ぬ
の
は
て
め
ぇ
ら
だ
。
」

そ
の
言
葉
を
皮
切
り
に
、
メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
は
ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー
へ
、

リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー
は
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
オ
へ
、
ダ
ー
ク
カ
モ
ン
は
ダ
ー
ク
カ
ブ

ト
と
ダ
ー
ク
キ
バ
へ
戦
い
を
仕
掛
け
た
。

ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
オ
は
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
オ
ブ
レ
イ
カ
ー
で
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー
に

斬
り
か
か
り
、
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー
は
セ
イ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
ハ
ル
バ
ー
ド
モ
ー

ド
で
対
抗
す
る
。

ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
オ

「
喰
ら
え
！
」

リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー

「
甘
い
よ
！
」
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セ
イ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
で
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
オ
ブ
レ
イ
カ
ー
を
受
け
流
し
、
ブ
ラ
ッ

ク
ラ
イ
オ
を
斬
り
つ
け
る
。

ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
オ

「
ぐ
わ
あ
あ
あ
あ
あ
！
？

　
お
の
れ
…
！
」

ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
オ
は
、
必
殺
の
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
オ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
放
つ
。

リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー

「
悪
い
け
ど
、
当
た
ら
な
い
よ
！
」

リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー
は
跳
躍
し
て
、
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
オ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
飛
び
越

え
た
。

ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
オ

「
何
だ
と
！
？
」

リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー

「
フ
ァ
イ
ナ
ル
キ
ー
、
発
動
！
」

セ
イ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ

「
フ
ァ
イ
ナ
ル
ク
ラ
ッ
シ
ュ
。
」

リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー

「
斬
り
裂
け
…
！
龍
星
斬
！
！
」

炎
の
よ
う
な
魔
力
光
を
纏
っ
た
セ
イ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
で
、
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
オ
を

一
刀
両
断
し
、
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
オ
は
爆
発
し
た
。

ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
オ

「
ぐ
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
？
」
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リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー

「
よ
し
！
楽
勝
♪
」

一
方
の
ダ
ー
ク
カ
モ
ン
は
、
や
は
り
ダ
ー
ク
カ
ブ
ト
と
ダ
ー
ク
キ
バ
を
圧
倒
し

て
い
た
。

ダ
ー
ク
カ
ブ
ト

「
は
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
っ
！
！
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
…
フ
ン
。
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン
は
闇
の
波
動
を
放
ち
、
ダ
ー
ク
カ
ブ
ト
を
吹
き
飛
ば
す
。

ダ
ー
ク
カ
ブ
ト

「
ぐ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
？
」

ダ
ー
ク
キ
バ

「
隙
あ
り
！
」

ダ
ー
ク
キ
バ
が
殴
り
か
か
る
。

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
…
わ
ざ
と
に
決
ま
っ
て
る
だ
ろ
、
屑
野
郎
。
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン
は
蛇
之
麁
正
か
ら
闇
の
光
線
を
放
ち
、
ダ
ー
ク
キ
バ
を
返
り
討

ち
に
し
た
。

ダ
ー
ク
カ
ブ
ト

「
く
そ
っ
！
ク
ロ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！
！
」
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「
ク
ロ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」

ダ
ー
ク
カ
ブ
ト
は
超
高
速
の
世
界
に
入
り
、
ダ
ー
ク
カ
モ
ン
に
ゼ
ク
ト
ク
ナ
イ

ガ
ン
で
斬
り
か
か
る
。

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
…
丸
見
え
な
ん
だ
よ
、
雑
魚
が
。
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン
は
ダ
ー
ク
カ
ブ
ト
を
一
瞬
で
斬
り
裂
き
、
ダ
ー
ク
カ
ブ
ト
は
爆

発
し
た
。

ダ
ー
ク
カ
ブ
ト

「
う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
？
」

ダ
ー
ク
キ
バ

「
こ
い
つ
…
強
す
ぎ
る
！
！
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
…
身
の
程
を
知
れ
、
ゴ
ミ
が
。
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン
は
蛇
之
麁
正
で
ダ
ー
ク
キ
バ
を
一
刀
両
断
す
る
と
同
時
に
闇
の

衝
撃
波
を
放
ち
、
ダ
ー
ク
キ
バ
は
消
し
飛
ん
だ
。

ダ
ー
ク
キ
バ

「
ぐ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
？
」

メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
は
大
鎌
で
ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー
に
対
抗
し
て
い
た
が
、

押
さ
れ
て
い
た
。
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ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー

「
ど
う
し
た
、
そ
ん
な
も
の
か
？
」

メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン

「
そ
ん
な
わ
け
…
な
い
だ
ろ
う
！
」

メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
は
大
鎌
で
斬
り
か
か
る
が
、
ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー
は
盾

で
防
ぎ
、
大
鎌
を
ダ
ー
ク
ゲ
キ
リ
ュ
ウ
ケ
ン
で
弾
く
と
、
メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
を

蹴
り
飛
ば
し
た
。

メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン

「
ぐ
は
っ
…
！
？
」

メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
は
地
面
を
転
が
り
、
そ
こ
に
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー
が
駆
け
寄

る
。

リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー

「
大
丈
夫
！
？
」

メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン

「
ぐ
う
っ
…
や
は
り
…
私
で
は
…
あ
い
つ
に
は
…
」

ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー

「
い
い
加
減
観
念
し
た
ら
ど
う
だ
？

　
お
前
に
勝
ち
目
な
ど
な
い
。
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
…
随
分
と
余
裕
だ
な
。

　
後
は
て
め
ぇ
だ
け
な
ん
だ
が
。
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン
が
蛇
之
麁
正
を
肩
に
乗
せ
な
が
ら
、
ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー

を
見
下
し
た
目
で
見
据
え
る
。

ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー
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「
そ
れ
で
勝
っ
た
つ
も
り
か
、
甘
い
な
。

　
リ
バ
ー
ス
キ
ー
、
発
動
！
」

ダ
ー
ク
ゲ
キ
リ
ュ
ウ
ケ
ン

「
ダ
ー
ク
リ
バ
ー
ス
！
」

ダ
ー
ク
ゲ
キ
リ
ュ
ウ
ケ
ン
か
ら
黒
い
光
球
が
放
た
れ
る
と
、
倒
さ
れ
た
は
ず
の

ネ
ガ
電
王
、
ダ
ー
ク
カ
ブ
ト
、
ダ
ー
ク
キ
バ
、
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
オ
が
出
現
し
た
。

リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー

「
そ
ん
な
…
！
？
」

ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー

「
俺
が
い
る
限
り
、
こ
い
つ
ら
は
何
度
で
も
復
活
す
る
！
！
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
…
な
ら
、
て
め
ぇ
を
潰
せ
ば
い
い
だ
け
だ
。

　
春
日
、
時
間
を
稼
げ
。
」

リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー

「
は
い
！

 
フ
ィ
ー
ル
ド
キ
ー
、
発
動
！
」

セ
イ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ

「
セ
イ
ン
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
。
」

リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー

「
セ
イ
ン
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
、
展
開
！
！
」

リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー
が
セ
イ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
で
地
面
を
突
く
と
、
リ
ュ
ウ
ジ
ョ

ウ
オ
ー
の
足
元
に
魔
法
陣
が
現
れ
、
そ
の
周
囲
か
ら
光
の
壁
が
伸
び
た
。

ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー

「
ま
さ
か
…
！
？

　
さ
せ
る
か
！
！
」
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ネ
ガ
電
王
が
ネ
ガ
デ
ン
ガ
ッ
シ
ャ
ー
ガ
ン
モ
ー
ド
で
、
ダ
ー
ク
カ
ブ
ト
が
ゼ
ク

ト
ク
ナ
イ
ガ
ン
で
銃
撃
す
る
。

リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー

「
セ
イ
ン
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
！
リ
フ
レ
ク
ト
！
」

リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー
が
そ
う
言
う
と
、
光
の
壁
に
直
撃
し
た
弾
丸
は
跳
ね
返
さ

れ
、
ネ
ガ
電
王
と
ダ
ー
ク
カ
ブ
ト
に
命
中
し
た
。

ネ
ガ
電
王
・
ダ
ー
ク
カ
ブ
ト

「
「
ぐ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
？
」
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン
は
メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
に
近
づ
く
と
、
見
下
ろ
し
た
ま
ま
話
し
か

け
た
。

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
…
人
間
が
お
前
を
手
に
す
れ
ば
、
奴
ら
を
倒
せ
る
、
そ
う
言
っ
た
な
。
」

メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン

「
あ
あ
…
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
な
ら
…
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン
は
し
ゃ
が
み
こ
み
、
メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
の
手
を
取
っ
た
。

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
今
か
ら
お
前
は
、
俺
の
僕
だ
。

　
常
に
俺
に
従
え
。
」

メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
は
突
然
の
言
葉
に
数
秒
呆
け
て
い
た
が
、
我
に
帰
る
と
、



18

メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン

「
…
わ
か
っ
た
。
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン
の
言
葉
の
意
味
を
理
解
し
、
そ
の
上
で
承
諾
し
た
。

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
…
最
初
の
命
令
だ
。

　
お
前
の
力
、
俺
に
よ
こ
せ
。
」

メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン

「
承
知
し
た
、
主
。
」

そ
う
言
っ
て
目
を
瞑
と
、
メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
の
体
が
光
に
包
ま
れ
て
形
を
変
え

て
い
き
、
メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
が
武
器
と
し
て
い
た
大
鎌
の
ク
リ
ス
タ
ル
部
分
に

龍
の
顔
が
付
い
た
、
大
鎌
型
の
魔
弾
龍
「
冥
龍
鎌
」
に
な
っ
た
。

メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン

（
た
だ
し
今
は
、
刃
が
９
０
度
下
に
折
り
た
た
ま
れ
た
、
斧
型
の
変
身
待
機
状

態
に
な
っ
て
い
る
。
）

そ
し
て
メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
の
龍
の
顔
を
上
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
と
、
ダ
ー
ク
カ

モ
ン
の
目
の
前
に
魔
弾
キ
ー
が
現
れ
、
そ
れ
を
手
に
取
る
。

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
リ
ュ
ウ
レ
ン
キ
ー
、
発
動
…
」

メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン

「
チ
ェ
ン
ジ
、
リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー
。
」

メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
が
喋
る
と
共
に
、
折
り
た
た
ま
れ
て
い
た
刃
が
９
０
度
展
開

し
、
基
本
形
態
「
サ
イ
ズ
モ
ー
ド
」
と
な
る
。

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
冥
龍
変
身
…
」
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ダ
ー
ク
カ
モ
ン
は
メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
を
数
回
目
の
前
で
回
し
た
後
、
右
手
に
持

っ
て
高
く
掲
げ
た
。

す
る
と
メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
か
ら
黒
い
光
の
龍
が
現
れ
て
空
を
舞
い
咆
哮
し
た
後

ダ
ー
ク
カ
モ
ン
に
突
入
し
、
ダ
ー
ク
カ
モ
ン
の
姿
が
一
瞬
で
変
わ
っ
た
。

リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー

「
冥
龍
の
黒
き
、
死
神
の
魔
弾
鎌
士
…
リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー
、
ラ
イ
ジ
ン
…
！
」

こ
こ
に
、
暗
黒
の
魔
弾
戦
士
が
誕
生
し
た
。

ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー

「
リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー
…
だ
と
…
！
？
」

リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー

「
ダ
ー
ク
カ
モ
ン
様
も
…
魔
弾
戦
士
に
…
！
」

ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー

「
小
賢
し
い
！
や
れ
！
！
」

ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー
の
命
令
で
、
ダ
ー
ク
カ
ブ
ト
と
ダ
ー
ク
キ
バ
が
リ
ュ

ウ
レ
ン
オ
ー
に
襲
い
掛
か
る
。

リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー

「
…
生
身
の
俺
に
す
ら
勝
て
ね
ぇ
く
せ
に
…
」

言
い
つ
つ
、
ダ
ー
ク
カ
モ
ン
は
仮
面
の
下
で
目
を
瞑
り
、

リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー

「
今
の
俺
に
勝
て
る
わ
け
ね
ぇ
だ
ろ
う
が
、
ゴ
ミ
共
。
」

そ
う
い
う
と
同
時
に
目
を
見
開
く
と
、
メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
で
ダ
ー
ク
カ
ブ
ト
と

ダ
ー
ク
キ
バ
を
す
れ
違
い
ざ
ま
に
斬
り
つ
け
た
。
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そ
の
斬
撃
は
的
確
に
二
人
の
ベ
ル
ト
を
斬
り
裂
い
て
お
り
、
二
人
は
断
末
魔
と

共
に
爆
発
し
た
。

ダ
ー
ク
カ
ブ
ト
・
ダ
ー
ク
キ
バ

「
「
ぐ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
？
」
」

ネ
ガ
電
王

「
お
の
れ
…
！
」

ネ
ガ
電
王
は
ネ
ガ
デ
ン
ラ
イ
ナ
ー
を
呼
び
寄
せ
て
乗
り
込
み
、
ネ
ガ
デ
ン
ラ
イ

ナ
ー
か
ら
ギ
ガ
ン
テ
ス
を
出
現
さ
せ
る
。

リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー

「
…
メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
、
ハ
ル
バ
ー
ド
モ
ー
ド
。
」

リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー
は
メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
を
横
に
振
っ
て
刃
を
９
０
度
上
に
変
形

さ
せ
、
大
型
の
薙
刀
の
よ
う
な
形
態
、
「
ハ
ル
バ
ー
ド
モ
ー
ド
」
に
変
形
さ
せ

た
。

リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー

「
ハ
ル
バ
ー
ド
モ
ー
ド
…
私
と
同
じ
…
！
！
」

セ
イ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ

「
…
春
日
、
同
じ
な
の
は
春
日
じ
ゃ
な
く
て
、
私
と
メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
。
」

リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー

「
は
あ
あ
あ
あ
あ
…
／
／
／
」

セ
イ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ

「
…
春
日
、
聞
こ
え
て
る
？
」

メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン

「
お
前
の
主
は
、
よ
ほ
ど
我
が
主
が
好
き
な
よ
う
だ
な
。
」

セ
イ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ

「
…
う
ん
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
く
ら
い
。
」
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メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン

「
フ
ッ
…
羨
ま
し
い
も
の
だ
。
」

セ
イ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ

「
…
あ
な
た
も
、
恋
、
し
て
み
た
い
？
」

メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン

「
今
の
私
は
主
の
力
。

　
必
要
な
い
さ
。
」

セ
イ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ

「
…
そ
う
。
」

リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー

「
…
惚
気
話
は
済
ん
だ
か
？

　
春
日
、
飛
べ
。
」

リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー

「
あ
、
は
い
！

　
レ
イ
ダ
ー
キ
ー
、
召
喚
！
」

セ
イ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ

「
セ
イ
ン
ト
レ
イ
ダ
ー
。
」

リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー

「
出
で
よ
、
セ
イ
ン
ト
レ
イ
ダ
ー
！
」

リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー
は
、
蝙
蝠
型
の
獣
王
、
セ
イ
ン
ト
レ
イ
ダ
ー
を
召
喚
し
た
。

そ
し
て
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー
が
高
く
跳
躍
す
る
と
、
セ
イ
ン
ト
レ
イ
ダ
ー
は
ウ

イ
ン
グ
モ
ー
ド
・
セ
イ
ン
ト
ウ
イ
ン
グ
に
変
形
し
、
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー
の
背

中
に
合
体
し
た
。

Ｓ
Ｗ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー

「
セ
イ
ン
ト
ウ
ィ
ン
グ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー
、
ラ
イ
ジ
ン
！
！
」

セ
イ
ン
ト
ウ
ィ
ン
グ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー
が
飛
び
立
つ
の
を
見
る
と
、
リ
ュ
ウ

レ
ン
オ
ー
は
メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
の
龍
の
顔
を
上
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
、
魔
弾
キ
ー
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ホ
ル
ダ
ー
か
ら
魔
弾
キ
ー
を
取
り
出
す
。

リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー

「
フ
ァ
ル
コ
ン
キ
ー
、
召
喚
…
」

メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン

「
デ
ス
フ
ァ
ル
コ
ン
。
」

リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー

「
出
で
よ
、
デ
ス
フ
ァ
ル
コ
ン
…
！
」

リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー
は
、
ハ
ヤ
ブ
サ
型
の
獣
王
、
デ
ス
フ
ァ
ル
コ
ン
を
召
喚
し
た
。

そ
し
て
リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー
が
高
く
跳
躍
す
る
と
、
デ
ス
フ
ァ
ル
コ
ン
は
ウ
イ
ン

グ
モ
ー
ド
・
デ
ス
ウ
イ
ン
グ
に
変
形
し
、
リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー
の
背
中
に
合
体
し

た
。

Ｄ
Ｗ
リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー

「
デ
ス
ウ
イ
ン
グ
リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー
…
ラ
イ
ジ
ン
…
！
」

Ｓ
Ｗ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー
と
Ｄ
Ｗ
リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー
は
飛
行
し
、
ネ
ガ
デ
ン
ラ

イ
ナ
ー
を
見
据
え
る
。

ネ
ガ
電
王

「
蹴
散
ら
し
て
や
る
…
！
」

ネ
ガ
デ
ン
ラ
イ
ナ
ー
の
一
号
車
が
ネ
ガ
ゴ
ウ
カ
ノ
ン
を
、
２
号
車
の
ギ
ガ
ン
テ

ス
ハ
デ
ス
が
火
球
を
放
つ
。

し
か
し
Ｓ
Ｗ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー
と
Ｄ
Ｗ
リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー
は
そ
れ
を
か
わ
し

て
、
ネ
ガ
デ
ン
ラ
イ
ナ
ー
に
接
近
す
る
。

そ
れ
に
対
し
、
３
号
車
の
ギ
ガ
ン
テ
ス
ヘ
ル
が
鎖
鉄
球
型
の
爆
弾
を
投
擲
し
、

４
号
車
の
ギ
ガ
ン
テ
ス
ヘ
ブ
ン
が
弾
丸
針
を
連
射
す
る
が
、
そ
れ
も
す
べ
て
避

け
ら
れ
る
。
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ネ
ガ
電
王

「
小
癪
な
…
！
」

Ｄ
Ｗ
リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー

「
…
こ
い
つ
と
遊
ん
で
も
つ
ま
ら
ん
な
…

　
春
日
、
と
っ
と
と
墜
と
す
ぞ
。
」

Ｓ
Ｗ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー

「
は
い
！
」

そ
し
て
Ｓ
ｗ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー
は
、
ネ
ガ
デ
ン
ラ
イ
ナ
ー
を
Ｓ
Ｗ
リ
ュ
ウ
レ

ン
オ
ー
と
挟
む
位
置
に
移
動
す
る
。

Ｓ
Ｗ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー

「
フ
ァ
イ
ナ
ル
キ
ー
、
発
動
！
」

Ｄ
Ｗ
リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー

「
フ
ァ
イ
ナ
ル
キ
ー
、
発
動
…
！
」

セ
イ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
・
メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン

「
「
フ
ァ
イ
ナ
ル
ク
ラ
ッ
シ
ュ
。
」
」

Ｓ
Ｗ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー

「
魔
弾
龍
、
獣
王
、
術
士
…
！
」

Ｄ
Ｗ
リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー

「
魔
弾
龍
、
獣
王
、
錬
士
…
」

Ｓ
Ｗ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー
・
Ｄ
Ｗ
リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー

「
「
三
つ
の
力
が
、
今
一
つ
に
な
る
…
！
三
位
一
体
！
！
」
」

Ｓ
Ｗ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー

「
斬
り
裂
け
…
！
龍
星
斬
！
！
」

Ｄ
Ｗ
リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー

「
メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
…
煉
獄
斬
…
！
」

炎
の
ご
と
き
魔
力
を
纏
っ
た
Ｓ
Ｗ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
オ
ー
と
、
暗
黒
の
魔
力
を
纏
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っ
た
Ｄ
Ｗ
リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー
が
、
両
側
か
ら
同
時
に
ネ
ガ
デ
ン
ラ
イ
ナ
ー
を
貫

通
し
、
ネ
ガ
デ
ン
ラ
イ
ナ
ー
は
大
爆
発
し
て
、
ネ
ガ
電
王
ご
と
消
滅
し
た
。

そ
し
て
リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー
は
デ
ス
フ
ァ
ル
コ
ン
と
の
合
体
を
解
除
し
、
重
力
に

身
を
任
せ
て
落
下
し
、
ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー
の
前
に
着
地
す
る
。

ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー

「
ち
っ
…
だ
が
無
駄
な
こ
と
だ
！
」

ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー
は
、
再
び
リ
バ
ー
ス
キ
ー
を
取
り
出
す
。

リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー

「
…
さ
せ
る
わ
け
ね
ぇ
だ
ろ
。
」

リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー
は
メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
で
右
下
か
ら
斬
り
上
げ
、
黒
い
斬
撃
を

放
ち
、
ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー
を
吹
き
飛
ば
し
た
。

ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー

「
ぐ
わ
あ
あ
あ
あ
あ
！
？
」

リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー
は
メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
を
サ
イ
ズ
モ
ー
ド
に
戻
す
と
、
ダ
ー
ク

リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー
に
向
か
っ
て
走
り
出
し
、
メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
で
斬
り
か
か
る
。

ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー
は
ダ
ー
ク
ゲ
キ
リ
ュ
ウ
ケ
ン
の
盾
で
防
ご
う
と
す
る

が
、
あ
ま
り
の
威
力
の
高
さ
に
の
け
ぞ
っ
て
し
ま
う
。

そ
こ
へ
す
か
さ
ず
リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー
が
追
撃
を
か
け
、
ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド

ー
は
次
々
と
斬
り
つ
け
ら
れ
る
。

そ
し
て
と
ど
め
と
ば
か
り
に
、
斬
り
裂
か
れ
る
と
同
時
に
再
び
黒
い
斬
撃
で
吹

き
飛
ば
さ
れ
た
。

ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー

「
ぐ
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
？
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ぐ
っ
…
何
故
だ
！
？
そ
れ
ほ
ど
ま
で
の
暗
黒
の
力
を
有
し
て
お
き
な
が
ら
、

な
ぜ
人
間
に
味
方
す
る
！
？
」

リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー

「
…
闇
ゆ
え
に
悪
、
そ
ん
な
考
え
は
も
は
や
古
い
。
」

ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー

「
何
だ
と
…
？
」

リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー

「
た
と
え
圧
倒
的
な
光
の
力
で
も
、
使
用
者
次
第
で
は
、
人
間
を
根
絶
さ
せ
ら

れ
る
殺
戮
兵
器
に
な
る
。

　
そ
し
て
絶
対
的
な
暗
黒
の
力
で
も
、
使
用
者
次
第
で
は
、
人
類
を
、
世
界
を

救
う
希
望
と
な
る
。

　
…
そ
し
て
俺
は
、
気
ま
ぐ
れ
の
延
長
線
上
で
後
者
に
な
っ
た
だ
け
だ
。
」

ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー

「
気
ま
ぐ
れ
で
人
間
を
救
う
だ
と
…
！
？

　
馬
鹿
げ
た
こ
と
を
…
！
」

リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー

「
滅
ぼ
す
側
の
て
め
ぇ
が
そ
れ
を
言
う
か
…

　
そ
っ
ち
の
ほ
う
が
よ
ほ
ど
馬
鹿
げ
て
る
な
…
」

ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー

「
…
認
め
ん
…
貴
様
の
よ
う
な
奴
が
闇
の
戦
士
な
ど
…
！

　
フ
ァ
イ
ナ
ル
キ
ー
、
発
動
！
！
」

ダ
ー
ク
ゲ
キ
リ
ュ
ウ
ケ
ン

「
フ
ァ
イ
ナ
ル
ク
ラ
ッ
シ
ュ
！
」

ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー

「
龍
王
！
暗
黒
魔
弾
斬
り
！
！
」

ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー
が
、
黒
い
竜
の
姿
を
し
た
斬
撃
を
放
っ
た
。

リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー

「
…
て
め
ぇ
な
ん
ざ
に
認
め
ら
れ
る
筋
合
い
は
…
ね
ぇ
よ
。
」
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リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー
は
、
竜
王
暗
黒
魔
弾
斬
り
を
、
メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
で
い
と
も

簡
単
に
斬
り
裂
き
、
打
ち
消
し
た
。

ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー

「
そ
ん
な
…
馬
鹿
な
…
」

リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー
は
、
ゆ
っ
く
り
と
メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
を
地
面
に
立
て
る
。

リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー

「
…
ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー
…
ゴ
ッ
ド
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー
が
闇
に
墜
ち
た
姿
、

か
…

　
…
剣
汰
、
も
し
こ
の
姿
に
な
っ
て
み
ろ
…

　
そ
の
時
は
…
こ
い
つ
で
て
め
ぇ
を
…
ぶ
ち
殺
す
。
」

そ
う
い
っ
て
、
リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー
は
魔
弾
キ
ー
を
取
り
出
す
。

リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー

「
フ
ァ
イ
ナ
ル
キ
ー
、
発
動
…
」

メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン

「
フ
ァ
イ
ナ
ル
ク
ラ
ッ
シ
ュ
。
」

リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー

「
メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
…
斬
命
…
！
」

リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー
は
、
そ
の
場
で
ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー
に
向
か
っ
て
袈
裟

斬
り
を
繰
り
出
し
た
。

そ
の
瞬
間
、
ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー
は
一
瞬
痙
攣
す
る
と
、
崩
れ
る
よ
う
に

倒
れ
た
。

リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー
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「
…
永
劫
の
闇
に
消
え
失
せ
ろ
。
」

リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー
が
言
い
放
つ
と
、
ダ
ー
ク
リ
ュ
ウ
ケ
ン
ド
ー
は
黒
い
霧
の
よ

う
に
消
滅
し
た
。

そ
し
て
リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー
は
変
身
を
解
き
、
ダ
ー
ク
カ
モ
ン
の
姿
に
戻
っ
た
。

そ
こ
へ
、
同
様
に
変
身
を
解
い
た
春
日
が
駆
け
寄
る
。

春
日

「
ダ
ー
ク
カ
モ
ン
様
、
今
の
技
は
い
っ
た
い
…
？
」

メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン

「
…
「
斬
命
」
は
、
読
ん
で
字
の
ご
と
く
…
相
手
の
「
命
」
そ
の
も
の
を
斬
り

裂
き
、
一
撃
か
つ
一
瞬
で
死
に
至
ら
し
め
る
技
だ
。
」

春
日

「
命
を
…
！
？
」

メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン

「
そ
し
て
こ
の
技
は
、
相
手
が
視
界
に
さ
え
入
っ
て
い
れ
ば
、
相
手
が
ど
こ
に

い
よ
う
と
届
き
、
相
手
の
防
御
は
一
切
無
視
さ
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
…
こ
の
技
を
発
動
し
た
が
最
後
、
標
的
を
待
つ
の
は
…
「
死
」
だ

け
だ
。
」

セ
イ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ

「
…
あ
な
た
に
見
合
う
、
凶
悪
な
技
だ
ね
。
」

メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン

「
そ
う
だ
な
…
」

そ
の
と
き
、
ダ
ー
ク
カ
モ
ン
達
の
前
に
、
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
よ
う
な
も
の
が

出
現
し
た
。

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
…
時
空
の
穴
が
開
い
た
か
。
」

春
日
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「
と
い
う
こ
と
は
…
こ
の
世
界
を
、
救
え
た
ん
で
す
ね
！
」

セ
イ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ

「
…
結
果
的
に
、
そ
う
な
る
。
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
…
こ
の
世
界
に
も
う
用
は
な
い
。

　
と
っ
と
と
帰
る
ぞ
、
春
日
、
セ
イ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
、
メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
。
」

春
日

「
は
い
！
！
」

セ
イ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ

「
…
う
ん
。
」

メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン

「
承
知
し
た
、
主
。
」

セ
イ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
は
腕
輪
型
の
モ
バ
イ
ル
モ
ー
ド
と
な
っ
て
春
日
の
右
手
首

に
収
ま
り
、
メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン
も
同
じ
く
腕
輪
型
の
モ
バ
イ
ル
モ
ー
ド
と
な
っ

て
、
ダ
ー
ク
カ
モ
ン
の
右
手
首
に
収
ま
っ
た
。

春
日

「
位
置
ま
で
私
と
同
じ
…
！
！
」

セ
イ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ

「
…
幸
せ
者
だ
ね
、
春
日
は
。
」

メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン

「
み
た
い
だ
な
。
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
…
な
ら
、
つ
い
で
に
褒
美
で
も
や
る
か
。
」

春
日

「
…
へ
？
」

ダ
ー
ク
カ
モ
ン
は
春
日
の
顎
を
つ
ま
ん
で
上
を
向
か
せ
る
と
、
春
日
の
唇
に
口

づ
け
し
た
。
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春
日

「
！
？
／
／
／
／
／
」

セ
イ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ

「
…
わ
ー
お
。
」

メ
イ
リ
ュ
ウ
レ
ン

「
な
か
な
か
大
胆
だ
な
、
主
。
」

そ
し
て
、
ダ
ー
ク
カ
モ
ン
は
唇
を
離
す
と
、

ダ
ー
ク
カ
モ
ン

「
…
行
く
ぞ
。
」

そ
う
言
っ
て
、
時
空
の
穴
へ
向
け
歩
き
出
す
。

春
日
も
は
っ
と
我
に
帰
る
と
、

春
日

「
ま
、
待
っ
て
く
だ
さ
い
、
ダ
ー
ク
カ
モ
ン
様
～
！
」

そ
う
言
い
な
が
ら
ダ
ー
ク
カ
モ
ン
の
横
に
並
び
、
と
も
に
時
空
の
穴
に
入
っ
て

い
っ
た
。



30

（
後
書
き
）

と
い
う
わ
け
で
、
第
七
の
魔
弾
戦
士
の
誕
生
で
す
。

剣
、
銃
、
斧
、
槍
、
刀
、
杖
と
き
た
ら
、
何
が
残
っ
て
る
か
な
…
と
考
え
て
い

た
ら
、
「
そ
う
だ
鎌
あ
る
じ
ゃ
ん
」
と
な
り
、
リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー
を
思
い
つ
き

ま
し
た
。

な
お
、
変
身
者
で
あ
る
ダ
ー
ク
カ
モ
ン
が
元
か
ら
剣
汰
と
同
等
以
上
の
実
力
で

あ
る
た
め
、
リ
ュ
ウ
レ
ン
オ
ー
は
一
部
チ
ー
ト
で
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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